
みんなで語ろう！入間の未来

杉島市長のタウンミーティング

第一部（19時～）

１ 自治会長あいさつ

２ 会のルール説明

３ 市長から「市の現状とビジョン」

４ 市民と市長との直接対話

第二部（19時40分～）

１ 市長から「地域のトピックス」

２ 参加者同士の意見交換

３ 市民と市長との直接対話

本日の流れ



市長からのお話



入間市の現状とビジョン

入間市長 杉島 理一郎



本日の内容

１．入間市の現状認識と課題

２．課題解決策と３年半の歩み

３．令和６年度の取組と予算



日本国 埼玉県 入間市

人口 1.23億人 733万人 １４.４万人

予算 114.3兆円 2.2兆円 ５１２億円

ランキング 12位/196ケ国 5位/47都道府県 １３位/63市町村

市税 ２１６億円

個人市民税 ８６億円

固定資産税 ９３億円

法人市民税 １０億円

たばこ税 ９億円

市税
42.1％ 179億円



市税収入の推移



入間市の人口推計



年少人口

数は

１／２

構成比は

１／３
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８倍
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６倍



２倍
３倍

医療・
福祉・
介護費

過去１５年間の歳出の比較



32万㎡
東京ドーム
７個分

公共施設
（ハコモノ）



公共施設（ハコモノ）建設年度別整備状況

済

築40年築50年築60年



差額 33.4億円／年

公共施設（ハコモノ）維持管理コスト

544億円

40年で

総差額 1,338億円





８１% ５９%自治会加入世帯最多
H24年 43,540世帯

H10年人口146,266人
49,806世帯
40,347世帯

自治会員の減少



サークル団体の減少



自治会加入率

サークル数

57.4 ％

795 団体



旧公民館稼働率の問題

全公民館の平均稼働率

最高稼働率

最低稼働率

29.5％

39.4％（R.1年藤沢）

21.7％（R.1年宮寺）



①施設が減ることで人件費、
光熱水費を減らす

②機器を高効率または高性能の
優れた省エネのものにする

③余剰となった施設や土地を
貸したり売ったりする

④広域連携などで維持管理費
及び建設費を減らす

⑤官民連携による効率化

事
業
費
を

３
割
減
ら
す

「公共施設マネジメント」はＨ２６年～スタート

ハコモノにかかる費用を

“６割”減らすために定めた方針



入間市中期財政計画（令和４年度～令和８年度）

△2,896 △4,957 △7,320

入間市の財政推計

H24 H25 H26 H27 H28 H29 H30 R1 R2 R3

925 1,848 2,161 3,317 3,035 2,507 2,257 2,040 2,191 3,026

財政調整基金の推移
（▲28億）（▲49億）（▲73億）（▲11億）

（30億）

（累積赤字）



「入間市」の現状認識

▼人口急減＋税収激減

▼高齢者の福祉費増大

▼公共施設の負担増大

数年後に財政破綻の危機

ゆでガエル理論

カエルを熱湯の中に入れ
ると驚いて飛び出すが、
常温の水に入れて徐々に
熱すると、カエルはその
温度変化に慣れていき、
気づかないうちにゆであ
がって死んでしまう。



将来ビジョン

「来てよし、住んでよし、働いてよしのまち・入間」

基本理念

①チャレンジ ②誰一人取り残さない ③筋肉質な行政

政策宣言（６分野３０本）

①ＤＸ ～version UP～ ②守る ～follow UP～ ③改める ～value UP～

④稼ぐ ～power UP～ ⑤支える ～value UP～ ⑥育てる ～bring UP～

『入間市RISE UP宣言』



自治体経営で入間市を守る！！

① “削ぐ！” ～行政改革～

② “稼ぐ！” ～歳入確保～

③ “蒔く！” ～未来投資～

プラス１

◎ “働く！” ～人財育成～



①削ぐ！ ～行政改革～

•「いるまドック」による事業のゼロベース見直し

•「民営化」等による外郭団体の整理

•「ＤＸ」の推進による“３レス”と合理化

•「長期化事業」の進捗

•「公共施設マネジメント」の推進



•「新産業団地」と「駅前留保地」の開発

•「採択補助金」の獲得

（防衛省、環境省、経産省、国交省、埼玉県、toto）

•「ふるさと納税（寄付金）」の推進

•「官民連携（企業の社会貢献）」の推進

②稼ぐ！ ～歳入確保～



③蒔く！

•「ＤＸ」の推進

•「ＳＤＧｓ」の推進

•「ＧＸ（ゼロカーボン）」の推進

•「ＰＲ・プロモーション」の推進

•「パーパス」の策定とアクションの推進

③蒔く！ ～未来投資～



③蒔く！

•「政策参与」「アドバイザー」制度の導入

（ＤＸ、ふるさと応援、自治会支援、防災、気象、危機管理、ＰＲ）

•「人事交流」の積極的活用

受入（副市長、企画部・環境経済部・都市整備部参事）

派遣（総務省、経産省関東経産局、デジタル庁、県庁、県土事務所）

•「経験者採用」の導入と「若手」の登用

•「働き方改革」の推進

＋１ 働く！ ～人財育成～



この３年半の歩み

R2.11月 市長就任

R3.  6月 地域新MaaS創出推進事業（経産省）

R4.  1月 埼玉版スーパーシティ（埼玉県）

R4. 5月 ＳＤＧｓ未来都市（内閣府）

R5.  1月 ふるさと納税１億円達成！

R5   3月 ＧＸオープンイノベーション賞（東工大）

R5.  4月 地域ＤＸ推進ラボ（経産省）

R5.  5月 脱炭素重点対策実施地域（環境省）

第３波

第６波

第７波

第５波

COVID-19

ワクチン💉

５類移行



新たな政策条例の制定

R3.  4月 手話言語条例

R4.  4月 空家等の適正管理に関する条例

R4.  7月 ヤングケアラー支援条例

R4.10月 おいしい狭山茶大好き条例

R4.10月 犯罪被害者支援条例

R5.  4月 太陽光発電設備の適正な設置等に関する条例

R5.10月 自転車活用まちづくり条例

R5.10月 スポーツ振興まちづくり条例



R3.  3月 様式等における押印の特例に関する要綱

R3.  4月 園芸生産力強化支援事業補助金交付要綱

R3.  9月 パートナーシップ・ファミリーシップ宣誓制度要綱

R4.  4月 ブロック塀等撤去工事補助金交付要綱

R4.  4月 幼児の多様な集団活動事業の給付金支給要綱

R4.  4月 ゼロカーボンシティ推進設備設置費補助金交付要綱

R4.  9月 国保高額療養費支給申請手続の簡素化に係る要綱

R5. 1月 出産・子育て応援給付金要綱

新たな制度の導入



R5. 4月 新規就農者育成総合対策実施要綱

R5. 4月 成年後見センター事業実施要綱

R5. 4月 帯状疱疹予防接種費用助成金交付要綱

R5. 9月 自転車用ヘルメット購入費補助金交付要綱

R5. 4月 職員一級建築士資格取得助成金交付要綱

R5. 4月 職員の配偶者同行休業に関する条例

R5. 9月 職員の自己啓発等休業に関する条例

R5. 9月 一般職の任期付職員の採用等に関する条例

新たな制度の導入



入間市のパーパス

心豊かでいられる、「未来の原風景」を創造し伝承する

31

。



令和６年度の挑戦

①人への投資

②子どもへの投資

③公共施設マネジメントの推進





市民１人あたりが
収めている市税

１４万９千円

市民１人あたりが
収めている国税等

９万８千円

市民１人あたりの
市の借入額

３万５千円



地区センター費
総額では

６.２億円

ちなみに
市民/文化活動費

５.６億円

ちなみに
図書館/博物館費

６.５億円

ちなみに
児童館/健福C費等

７.５億円



小中学校費
総額では

２０.４億円

学校給食費
総額では

２９億円

体育施設費
総額では

８.２億円

整備費総額

４３億円



ちなみに
学童保育費は

４.９億円

保育所・園費
総額では

４４.８億円

母子保健費等
総額では

１１.７億円

ちなみに
生活保護費は

４８.１億円



公園/緑化費
総額では

６億円

ごみ処理費
総額では

１８億円

ちなみに
道路橋梁費は

１２.１億円

環境政策費
総額では

１.４億円



農林水産業費
総額では

１.６億円

商工業費
総額では

１.７億円



非常備消防費
総額では

１.８億円

整備費総額

８５億円

ちなみに
防災防犯安全費

１.７億円



事業進捗率 ７８.５％ 事業進捗率 ４７.１％



「入間市」の現状認識

▼人口急減＋税収激減

▼高齢者の福祉費増大

▼公共施設の負担増大

数年後に財政破綻の危機

ゆでガエル理論

カエルを熱湯の中に入れ
ると驚いて飛び出すが、
常温の水に入れて徐々に
熱すると、カエルはその
温度変化に慣れていき、
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自治体経営で入間市を守る！！

① “削ぐ！” ～行政改革～

② “稼ぐ！” ～歳入確保～

③ “蒔く！” ～未来投資～

プラス１

◎ “働く！” ～人財育成～



令和６年度の挑戦

①人への投資

②子どもへの投資

③公共施設マネジメントの推進



香り豊かな緑の文化都市

まちづくりのビジョン

みんなでつくる、住みやすさが実感できるまち

元気な子どもが育つまち

来てよし、住んでよし、働いてよしのまち

１０年間のまちづくりの目標

人口減少対策のテーマ

めざす将来都市像



地域の特色ある活性化こそが市政の根幹です

“地域主権”と“住民自治”のまちづくりを目指します

今後とも市政へのご理解ご協力を宜しくお願い致します

「来てよし、住んでよし、働いてよし」の三方良しのまち・入間へ


